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Contents 奇
祭
！
風か
ざ

早は
や

の
火ひ
の

事こ
と

祭ま
つ
り

～
暴
れ
神
輿
の
神
事
～

（
松
山
市
北
条
）

　

旧
北
条
市
に
は
、
約
百
社
の
神
社
が

鎮
座
し
、
町
会
区
ご
と
に
秋
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
國
津
比
古
命

神
社
・
櫛
玉
比
賣
命
神
社
の
祭
礼
は
、

そ
の
奇
抜
さ
か
ら
全
国
的
に
有
名
で
す
。

４
体
の
神
輿
が
宮
入
39
段
の
石
段
か
ら

幾
度
も
放
り
投
げ
ら
れ
、
御
神
体
が
あ

ら
わ
に
な
る
ま
で
破
壊
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
奇
習
は
全
国
的
に
珍
し
く
、

「
日
本
三
大
荒
神
輿
」
に
数
え
ら
れ
、

力
感
溢
れ
る
神
輿
の
躍
動
に
は
、
五
穀

豊
穣
へ
の
感
謝
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。○西日本豪雨被災地域の再建に向けて

○被災地支援（青年部・女性部）

○経営発達支援事業の取組事例

○青年部・女性部中国・四国ブロック交流会

○小規模企業共済・福祉共済

○消費税軽減税率制度

○小さな瞳・経営支援事例発表大会

表紙写真提供：北条商工会
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森
全
国
連
会
長
と
乾
専
務
理
事

が
７
月
28
日
～
29
日
に
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
商

工
会
地
域
を
訪
問
す
る
た
め
に
来

県
さ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
本
会
よ
り
県
内
及
び

商
工
会
地
域
の
被
害
状
況
と
現
状

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

事
業
者
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

29
日
は
、
商
工
会
地
域
で
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
川
上
・
西
予

市
・
吉
田
三
間
商
工
会
を
訪
問
し
、

被
害
状
況
や
支
援
要
望
に
つ
い
て

地
元
の
商
工
会
長
や
事
務
局
長
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
上
商
工
会
で
は
会
員

の
養
老
酒
造
株
式
会
社
を
視
察
し

商
工
会
副
会
長
で
も
あ
る
山
内
社

長
と
も
面
会
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
森
全
国
連
会
長
は
、

８
月
10
日
に
安
藤
中
小
企
業
庁
長

官
を
訪
れ
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
早
期
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
支
援
策
に
関
す
る
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
今
後
も
被
災
地
、
被

災
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重

ね
つ
つ
全
国
連
と
連
携
し
、中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
再
建
に
向
け
た

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

西
日
本
豪
雨
被
災
地
域
の
再
建
に
向
け
て

～
全
国
連
　
森
会
長
が
被
災
地
訪
問
～

中小企業等がグループを形成して「復興事業計画」を策定し、県の認定を受けた場合に、
そのグループに参加する事業者が行う施設復旧等の費用の一部を支援します。

〈問合せ先〉
愛媛県 産業復興支援室
　●大洲オフィス
　　（旧大洲市立図書館内）
　　TEL：0893－23－5230、5235
　●宇和島オフィス
　　（宇和島市吉田公民館内）
　　TEL：0895－52－3385
　●西予オフィス
　　（野村林業総合センター内）
　　TEL：0894－72－1620
愛媛県 経営支援課産業復興推進係
　TEL：089－912－2486、2487
　※上記３市以外

１．目　　　的　　平成30年７月豪雨による甚大な被害を受けた地
域において、「産業活力の復活」、「被災地域の復
興」、「コミュニティーの再生」、「雇用の維持」
を通じた復興の促進を図る。

２．募 集 開 始　　本年９月３日

３．対　象　者　　中小企業者・中小企業事業協同組合等 
　　　　　　　　　※事前にグループを形成して「復興事業計画」

を策定する必要あり。
４．補　助　率　　３/４～１/２　

５．補助上限額　　１事業者あたり15億円

６．補 助 対 象　　施設・設備の復旧費用等（資材・工事費、設備
調達や移転設置費、取り壊し、除去費、整地、
排土費等）。

平成30年豪雨に伴う愛媛県グループ補助金のご紹介

森会長（左）と村上会長

浸水した野村地区 西予市商工会館

養老酒造を視察する森会長（左から２番目）

事
業
継
続
の
た
め
に
、
復
旧
・
再
開
に
向
け
た
支
援
策
の
活
用
を
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７
月
６
日
～
８
日
に
か
け
て
西

日
本
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
県
内
で
は
西
予
市
野
村
町
、

宇
和
島
市
吉
田
町
、
大
洲
市
肱
川

町
な
ど
多
く
の
商
工
会
地
域
が
大

き
な
被
害
に
遭
い
、
県
青
連
・
県

女
性
連
で
は
、
次
の
と
お
り
被
災

地
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
青
連
で
は
、
今
年
の
５
月
９

日
に
開
催
し
た
総
会
で
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
施
行
し
た
こ
と
も

あ
り
、
初
動
対
応
と
し
て
、
青
年

部
員
の
安
否
確
認
と
被
害
状
況
の

把
握
を
行
い
、
早
い
段
階
で
青
年

部
員
全
員
の
無
事
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
支
援
に
関
す
る
情
報
収

集
を
行
い
支
援
物
資
の
要
請
と
搬

入
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
８
日
に

は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
通
じ

て
、
県
内
の
青
年
部
員
に
支
援
物

資
の
要
請
を
行
い
、水
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
お
む
つ
、
レ
ト
ル

ト
食
品
な
ど
を
西
予
市
野
村
町
に

搬
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で

水
、
ポ
リ
タ
ン
ク
等
が
不
足
し
た

こ
と
か
ら
、
県
外
へ
支
援
物
資
の

要
請
を
行
い
、
７
月
10
日
に
は
、

高
知
県
青
連
か
ら
、
７
月
15
日
に

は
、
香
川
県
青
連
と
徳
島
県
青
連

か
ら
、
７
月
18
日
に
は
、
大
分
県

青
連
か
ら
支
援
物
資
が
届
き
、
各

地
に
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
各
支
所
に
連
絡
し
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
物
資
を
搬
入

し
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
で
は
、
７
月
25
日
、

吉
田
町
公
民
館
で
部
員
等
13
名
が

炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
作
っ
た

お
か
ず
や
ご
飯
を
容
器
に
詰
め
る

な
ど
、
昼
の
部
と
夜
の
部
合
わ
せ

て
約
６
０
０
食
分
を
準
備
し
ま
し

た
。
吉
田
三
間
商
工
会
女
性
部
員

に
よ
る
と
「
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は

毎
日
交
替
で
作
業
し
て
お
り
皆
疲

弊
し
て
い
る
。
女
性
部
の
皆
さ
ん

が
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
。」
と
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
・
香
川
県
・
徳

島
県
・
高
知
県
女
性
連
よ
り
支
援

物
資
が
送
付
さ
れ
、
愛
媛
県
女
性

連
か
ら
の
物
資
（
無
洗
米
、
梅
干

し
、
き
ゅ
う
り
等
）
と
一
緒
に
野

村
町
、
吉
田
町
、
肱
川
町
へ
届
け

ま
し
た
。

　

募
金
活
動
も
実
施
し
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
５
女
性
部
の
部
員
へ
８

月
末
に
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　日本政策金融公庫では、災害により被害を受けた小規模事業者に対して、事業の復旧に係る資金を支援する
ため、標記の運用を開始しました。
１．対象者（①・③または②・③を満たす小規模事業者）
　①直接被害者：愛媛県内の事業所が標記災害により被害を受け、罹災証明書等（自治体が発行）の提出がで

きる方
　②間接被害者：直接被害を受けた者（大企業を含む）と一定の取引がある者であって、被害証明書等（商工

会・経済産業局が発行）を提出できる方
　③商工会等の策定する「小規模事業者再建支援方針」に沿って事業を行うことが見込まれる方
２．貸付期間
　運転資金：７年以内（据置１年）、設備資金：10年以内（据置２年）
３．貸付限度
　一般マル経とは別に1,000万円　※他の制度と重複する場合は制限有り
４．貸付利率（貸付日から当初３年間のみ）
　直接被害者：経営改善利率－0.9%、間接被害者：経営改善利率－0.5%
５．取扱期間
　平成30年８月24日～平成31年３月31日まで
　※例外として、平成30年５月20日以降、経営改善資金を申し込んだ方が、本融資制度の適用対象に該当する

場合は、適用を受けることができます。

小規模事業者経営改善資金（西日本豪雨災害マル経）の運用が開始されました

青
年
部
・
女
性
部

�

被
災
地
支
援
報
告県

内
外
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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長
浜
町
商
工
会
は
、
平
成
29
年

３
月
に
経
営
発
達
支
援
計
画
の
認

定
を
受
け
、
事
業
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
事
業
計
画
に
基
づ
く
経

営
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
創
業
支
援
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
暁
塗
装
店
』

　

本
年
４
月
１
日
、
建
築
塗
装
業

と
し
て
開
業
。
主
に
個
人
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
塗
装
や
コ
ー
キ
ン
グ

工
事
・
防
水
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

代
表
者
は
宮
岡
暁
氏
。

【
支
援
の
経
緯
】

　

代
表
者
は
塗
装
業
界
で
10
年
間

の
勤
務
経
験
を
経
て
、
独
立
開
業

を
決
意
。
創
業
に
向
け
た
支
援
を

求
め
て
、
商
工
会
に
相
談
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

【
取
組
内
容
】

　

創
業
に
必
要
な
各
種
手
続
き
や

経
営
に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習

得
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
っ
た
。
資
金
は
、
本
年
よ
り
大

洲
市
が
創
設
し
た
創
業
支
援
事
業

補
助
金
の
活
用
や
、
創
業
計
画
書

の
作
成
を
通
じ
た
融
資
実
行
に
よ

り
、
工
面
す
る
事
が
で
き
た
。

　

現
在
、
顧
客
の
要
望
に
対
応
で

き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入
に
伴

い
、
Ｉ
Ｔ
補
助
金
の
活
用
に
取
り

組
む
等
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。

施工事例

『M
inion C

hou-C
hou

』

　

本
年
５
月
12
日
、
洋
菓
子
製
造

業
と
し
て
開
業
。
自
然
溢
れ
る
山

間
部
に
工
房
を
構
え
、「
森
の
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
」
と
し
て
、
地
元
の
四

季
折
々
の
果
物
を
活
用
し
た
ケ
ー

キ
（
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ケ
ー
キ
な
ど
）
の
予
約

製
造
販
売
を
行
う
。
代
表
者
は
鎌

田
菜
那
氏
。

【
支
援
の
経
緯
】

　

関
西
の
洋
菓
子
店
で
経
験
を
積

み
、
結
婚
後
、
地
元
で
あ
る
長
浜

町
に
戻
っ
た
。
育
児
に
ひ
と
段
落

つ
い
た
事
か
ら
、
本
格
的
に
事
業

と
し
て
取
り
組
む
た
め
、
商
工
会

か
ら
の
呼
び
掛
け
を
き
っ
か
け

に
、
創
業
を
決
意
し
た
。

【
取
組
内
容
】

　

販
売
店
舗
を
構
え
ず
、
受
注
生

産
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
口
コ
ミ

で
徐
々
に
注
文
が
増
え
る
中
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
た
販
売
機

会
の
拡
大
を
要
望
し
て
お
り
、
専

門
家
派
遣
制
度
で
対
応
。
Ｈ
Ｐ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
販
路
開
拓
・
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
っ
た
。イラスト付きデコレーションケーキ

『
ク
ロ
ン
タ
ヒ
ル
ズ
』

　

大
阪
か
ら
長
浜
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン

し
、
シ
ニ
ア
起
業
家
と
し
て
、
本

年
４
月
に
カ
フ
ェ
を
開
業
。
週
末

の
み
の
営
業
で
、
12
種
類
の
野
菜

ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
６
種
類
の
フ
ル
ー

ツ
を
活
用
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
提
供
す
る
。
代
表
者
は

山
﨑
ヒ
ロ
子
氏
。　

【
支
援
の
経
緯
】

　

会
員
事
業
所
か
ら
の
情
報
提
供

を
き
っ
か
け
に
訪
問
し
た
。

　

商
工
会
に
つ
い
て
の
説
明
や
各

種
補
助
金
や
支
援
内
容
の
説
明
を

行
い
、
創
業
支
援
に
携
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

【
取
組
内
容
】

　

長
浜
銘
菓
の
「
し
ぐ
れ
」
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
つ
く
っ
た
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
や
長
浜
産
ハ
モ
を
用
い
た

ハ
モ
チ
ッ
プ
ス
を
開
発
す
る
等
、

常
に
前
向
き
で
何
事
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
事
か
ら
、

大
洲
市
の
創
業
補
助
金
申
請
等
の

創
業
支
援
を
始
め
、
様
々
な
情
報

提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ
た
。店内の様子

【
松
田
経
営
指
導
員
よ
り
】

　

今
回
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
３
事
業
者
様
を
は
じ
め
、
当
商

工
会
地
域
で
の
創
業
気
運
は
目
ざ

ま
し
く
、
特
に
女
性
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

創
業
に
よ
る
地
域
の
産
業
振

興
、
活
性
化
、
雇
用
創
出
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
中
、
大
洲

市
の
施
策
の
後
押
し
も
あ
り
、
効

果
的
な
支
援
に
繫
が
り
ま
し
た
。

　

創
業
に
対
す
る
不
安
や
迷
い
を

払
拭
で
き
る
よ
う
、
親
身
に
支
援

を
行
え
る
よ
う
な
商
工
会
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

「
経
営
発
達
支
援
事
業
の
取
組
事
例
」

�

～
創
業
を
通
じ
た
伴
走
型
支
援
～
　
長
浜
町
商
工
会

商
工
会
は
経
営
計
画
に
基
づ
く
販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す
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平
成
30
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
高

知
大
会
が
９
月
21
日
（
金
）、
高

知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
オ
レ
ン

ジ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
結
～
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

ｔ
ｏ 

ｈ
ｕ

ｍ
ａ
ｎ
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
中

国
・
四
国
か
ら
約
７
５
０
名
の
青

年
部
員
が
参
加
し
、
本
県
か
ら
は

61
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
知
県
青
連
会
長

の
挨
拶
の
後
、
高
知
県
商
工
会
連

合
会
会
長
、
四
国
経
済
産
業
局
産

業
部
長
等
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
四
国
９
県
の
各
代

表
者
に
よ
る
主
張
発
表
が
行
わ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
内
子
町
商
工

会
青
年
部
の
久
保
和
賢
さ
ん
が
、

「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

い
も
た
き
大
会
復
活
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て

発
表
し
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
議
院
議
員
で
全
国

商
工
会
青
年
部
連
合
会
顧
問
で
も

あ
る
宮
本
周
司
氏
に
よ
る
「
今
後

の
商
工
会
と
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
振
興
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
青
年
部
員
の
心

を
奮
わ
せ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
土
佐
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
土
佐

市
浦
ノ
内
湾
沖
で
の
キ
ス
釣
り
大

会
ａ
ｎ
ｄ
豪
華
海
鮮
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年

部
員
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
通

し
て
県
青
連
の
連
携
を
強
め
る
こ

と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
徳

島
大
会
が
９
月
４
日
（
火
）、
ア

ス
テ
ィ
と
く
し
ま
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
和
喜
藍
逢
（
わ
き
あ

い
あ
い
）
～
藍
（
愛
）
と
和
み
と

喜
び
出
逢
う
…
阿
波
の
国
～
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
約
６
５
０
名
の

女
性
部
員
が
参
加
、
本
県
か
ら
52

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
徳
島
県
女
性
連
会

長
の
挨
拶
の
後
、
全
女
性
連
末
武

会
長
の
祝
辞
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、主
張
発
表
大
会
で
は
、

当
日
台
風
21
号
が
徳
島
県
を
直
撃

し
、
２
県
の
発
表
者
が
不
参
加
と

な
り
、
７
名
で
の
発
表
と
な
り
ま

し
た
。
本
県
か
ら
は
、
愛
南
町
商

工
会
女
性
部
の
土
居
美
幸
部
長
が

「
愛
を
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん

だ
女
性
部
活
動
」
と
題
し
て
、
と

う
ま
ん
作
り
や
老
人
施
設
の
慰
問

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
優

良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
株
式
会
社
と
き
わ
代

表
取
締
役
社
長
高
畑
富
士
子
氏
に

よ
る
「
阿
波
に
舞
う
！
お
ん
な
経

営
者
の
生
態
。」
を
テ
ー
マ
に
、

青
森
か
ら
徳
島
の
貸
衣
装
店
へ
嫁

ぎ
、
多
様
性
に
応
じ
た
完
全
フ

レ
ッ
ク
ス
制
や
子
育
て
支
援
等
女

性
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
作
り
を

推
進
、
社
員
と
お
客
様
を
幸
せ
に

す
る
事
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
人

と
の
繫
が
り
を
大
事
に
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
移
動
研
修
先
の
鳴
門

ド
イ
ツ
館
、
霊
山
寺
、
阿
波
の
土

柱
、
う
だ
つ
の
町
並
み
を
視
察
。

日
差
し
も
強
く
大
変
暑
い
中
、
研

修
先
で
は
徳
島
県
女
性
部
に
出
迎

え
て
い
た
だ
き
、
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
部
員
同
士
の
交
流
を
深

め
ら
れ
た
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

宮本 周司 参議院議員

愛媛県代表 久保 和賢さん

愛媛県代表　土居 美幸 部長

中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
高
知
大
会

中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
会
徳
島
大
会

商
工
会
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
経
営
の
資
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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経
営
に
役
立
つ
商
工
会
の
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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軽
減
税
率
対
策
補
助
金
と
は

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

が
レ
ジ
を
使
用
し
て
日
頃
か
ら
軽

減
税
率
対
象
商
品
を
販
売
し
て
お

り
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入

や
、
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な

ど
を
行
う
場
合
に
そ
の
経
費
の
一

部
が
補
助
さ
れ
る
も
の
で
、
２
つ

の
申
請
類
型
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
型

　

複
数
税
率
に
対
応
で
き
る
レ
ジ

を
新
し
く
導
入
し
た
り
、
対
応
で

き
る
よ
う
に
既
存
の
レ
ジ
を
改
修

し
た
り
す
る
時
に
使
え
る
補
助
金

で
す
。

補
助
率

　

原
則
と
し
て
補
助
率
は
費
用
の

３
分
の
２
で
す
が
、
レ
ジ
１
台
の

み
と
付
属
機
器
等
を
導
入
し
た
場

合
で
、
そ
の
合
計
額
が
３
万
円
未

満
の
場
合
は
補
助
率
４
分
の
３
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
汎
用
端
末
は
補

助
率
２
分
の
１
で
す
。

申
請
の
対
象

　

２
０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
に

導
入
・
改
修
し
支
払
い
が
完
了
し

た
レ
ジ
等
。

申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

機
器
を
導
入
ま
た
は
改
修
し
て

全
て
の
支
払
い
が
完
了
し
た
後
、

速
や
か
に
申
請
す
る
。

申
請
受
付
期
限

　

２
０
１
９
年
12
月
16
日
（
消
印

有
効
）
で
す
。

Ｂ
型

　

電
子
的
受
発
注
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
事
業
者
の
う
ち
、
複
数
税

率
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
機
能
に
つ
い
て
、
改
修
・
入
替

を
行
う
場
合
に
使
え
る
補
助
金
で

す
。
申
請
区
分
は
、
指
定
事
業
者

改
修
型
（
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
等

に
発
注
）
の
Ｂ

−

１
型
と
自
己
導

入
型
（
事
業
者
自
身
で
購
入
・
導

入
す
る
）
の
Ｂ

−

２
型
に
分
か
れ

ま
す
。

補
助
率

　

改
修
・
入
替
に
係
る
費
用
の
３

分
の
２
で
す
。
補
助
対
象
範
囲
外

の
機
能
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
初

期
購
入
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助

対
象
経
費
と
し
、
こ
れ
に
補
助
率

を
乗
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

シ
ス
テ
ム
改
修
・
入
替
前
。
交

付
決
定
前
に
契
約
ま
た
は
作
業
着

手
し
た
場
合
は
補
助
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
期
限

①�

シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
着
手
す
る

前
の
「
交
付
申
請
」
は
２
０
１

９
年
６
月
28
日
ま
で
。

②�

改
修
等
が
完
了
し
た
後
の
「
事

業
完
了
報
告
」
は
２
０
１
９
年

12
月
16
日
ま
で
。

※
Ｂ

−

２
型
は
導
入
後
に
申
請
。

　　　　　　【
日
々
の
業
務
で
気
を
つ
け
る
こ
と
】

　

軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴

い
、
日
々
の
取
引
や
経
理
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

〇�

取
扱
商
品
や
仕
入
（
経
費
）
の

適
用
税
率
の
確
認

〇�

毎
日
の
売
上
・
仕
入
（
経
費
）

を
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
帳
簿

に
記
帳

〇�

必
要
に
応
じ
、
複
数
税
率
に
対

応
し
た
レ
ジ
を
導
入
・
改
修

　

※
支
援
措
置
あ
り
。

〇�
必
要
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書

等
売
上
先
に
交
付

　

�

対
象
品
目
で
あ
る
旨
や
税
率
ご

と
に
合
計
し
た
対
価
の
額
を
記

載
し
た
請
求
書
等
の
交
付
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

平
成
31
年
10
月
ス
タ
ー
ト
！

　
商
工
会
等
が
開
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
制
度
の
情
報
収

集
を
し
た
り
、
レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム

の
確
認
、
補
助
制
度
の
利
用
の
検

討
等
、
実
施
ま
で
に
今
か
ら
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

愛媛県商工会連合会のホームページからご利用でき
ます。お好みのセミナーをパソコンから選んでいた
だき、マウスでクリックするだけで、「映像」と「音
声」による本格的セミナーが受講いただけます。

円
滑
な
税
制
対
応
に
向
け
た
経
営
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
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「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
で
ん
き

や
さ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
さ
ん
、

お
母
さ
ん
と
家
族
み
ん
な
、
い
っ

し
ょ
に
、
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
で
ん
き

せ
い
ひ
ん
を
売
っ
た
り
、
し
ゅ
う

り
を
し
た
り
工
事
を
す
る
仕
事
で

す
。
ぼ
く
も
と
き
ど
き
、
お
店
に

行
っ
て
、
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
お
店
番
を
し
た
り
、
お

父
さ
ん
に
、
け
い
ト
ラ
に
の
せ
て

も
ら
っ
て
お
客
さ
ん
の
お
家
に
つ

れ
て
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
テ
レ
ビ
が
う
つ
ら
な
く
な
っ

た
り
、
す
い
は
ん
き
の
ち
ょ
う
し

が
、
わ
る
か
っ
た
り
、
お
客
さ
ん

の
ほ
と
ん
ど
は
、こ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
こ
ま
っ
て
い
る

お
客
さ
ん
を
助
け
る
お
仕
事
を
し

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
、
い
つ
も
帰
る
こ
ろ
に
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
言
っ
て
く
れ
る
と
、

ぼ
く
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

日
よ
う
日
で
も
休
め
ず
に
た
く

さ
ん
は
た
ら
い
て
い
る
お
父
さ
ん
。

　

が
ん
ば
る
、
お
父
さ
ん
が
ぼ
く

は
、
大
す
き
で
す
。

　

い
つ
も
、
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

エ
ル
ふ
た
ば
本
店

（
四
国
中
央
市
立
土
居
小
学
校
１
年
生
）

鈴
木

　蒼
惟
さ
ん

四
国
中
央
市
土
居
町
中
村
１
２
６
１
の
１

　

去
る
９
月
１
日
、
メ
ル
パ
ル
ク

松
山
に
お
い
て
経
営
支
援
事
例
発

表
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
大
会
は
、
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
選
出
さ
れ
た
経
営
指
導
員
が

日
頃
の
経
営
支
援
事
例
を
発
表

し
、
支
援
内
容
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
支
援
能
力
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

大
会
に
は
、
商
工
会
長
を
は
じ

め
約
１
５
０
名
が
出
席
し
、
各
発

表
者
の
特
色
あ
る
事
例
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
川
上
商
工
会
の

井
上
輝
彦
経
営
指
導
員
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
審
査
委
員
長
：
愛
媛
県
中
小
企

業
診
断
士
協
会　

上
田
会
長
）

　

井
上
氏
は
、「
一
歩
ず
つ
前
進
」

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
に
よ
り
商
工
会
館
が
被
災
し
た

が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
ス
ム
ー

ズ
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、
被
災

し
た
会
員
事
業
所
の
早
期
の
営
業

再
開
に
結
び
つ
け
た
支
援
事
例
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
井
上
氏
は
、
10
月
16
日

に
本
県
に
て
開
催
さ
れ
た
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
愛
媛
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

　

井
上　

輝
彦
（
川
上
）

　
「
一
歩
ず
つ
前
進
」

【
優
秀
賞
】

　

渡
部　

誠
二
（
中
島
）

　
「
限
界
集
落
か
ら
の
再
出
発
」

【
敢
闘
賞
】

　

山
本　

純
一
（
周
桑
）

　

�「
国
産
農
林
水
産
物
・
食
品
へ

の
理
解
増
進
事
業
」

　

善
家　

哲
也
（
鬼
北
町
）

　

�「
持
続
化
補
助
金
を
き
っ
か
け

に
成
長
を
続
け
る
自
動
車
整
備

工
場
の
軌
跡
」

平
成
30
年
度

　
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

井上指導員（川上）

商
工
会
は
様
々
な
支
援
で
あ
な
た
の
会
社
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す


